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Sheet1



		プログラム　（講師敬称略）

		9:00～12:20		１.人工呼吸器療法

		9:00～10:50		人工呼吸器療法の基本、気管切開下人工呼吸器療法

				竹本　潔		大阪発達総合療育センター

		11:00～11:40		NPPV（非侵襲的陽圧換気療法）

				石川悠加		国立病院機構北海道医療センター　神経筋/成育センター

		11:50～12:20		学校での人工呼吸器管理のポイント 千葉県の学校でのインシデント、アクシデント報告を中心に　

				石井光子		千葉県千葉リハビリテーションセンター　第一小児科部長

		13:10～14:00 		２.在宅でのハイフローセラピー、排痰補助装置-その学校などでの使用のポイント 

				戸谷　剛		医療法人財団はるたか会　あおぞら診療所うえの

		14:10～16:00		３.気管切開

		14:10～14:40		単純気管切開術と誤嚥防止手術のポイント

				堀口利之		横浜市立大学耳鼻咽喉科

		　　　　
14:50～16:00		気管切開関係のケアの実際的事項とリスク管理‐カニューレ事故抜去への対応・
応急的再挿入方法、状態悪化時の対応（バギング）、
東京都学校看護師実技研修会の内容の紹介など　

				北住映二		心身障害児総合医療療育センター

		16:10～16:40		４.東京都立学校における医療的ケアの安全で確実な医療的ケアの前進に向けての取り組み

				深谷純一		東京都教育庁　指導部主任指導主事（就学相談担当）
都立学校教育部主任指導主事（特別支援教育推進担当）兼務

		16:40～17:10		５.全国の学校における医療的ケアへの取り組みの状況と課題

				菅野和彦		文部科学省初等中等教育局　視学官　（併）特別支援教育課特別支援教育調査官



１.人工呼吸器療法  9:00-12:20
9:00-10:50
人工呼吸器療法の基本、気管切開下人工呼吸器療法
竹本潔（大阪発達総合療育センター） 
11:00-11:40
NPPV（非侵襲的陽圧換気療法）
石川悠加（国立病院機構北海道医療センター　神経筋/成育センター）　　　　
11:50-12:20
学校での管理のポイント　千葉県の学校でのインシデント、アクシデント報告を中心に　
石井光子（千葉県千葉リハビリテーションセンター　第一小児科部長）　　
２.在宅でのハイフローセラピー、排痰補助装置－その学校などでの使用のポイント  13:10-14:00
戸谷剛（医療法人財団はるたか会　あおぞら診療所うえの）
３.気管切開  14:10-16:00
14:10-14:40
各種の誤嚥防止手術の術式での気管切開についてのポイント
堀口利之（横浜市立大学耳鼻咽喉科）
14:50-16:00
気管切開関係のケアの実際的事項とリスク管理－カニューレ事故抜去への対応・応急的再挿入方法、状態悪化時の対応（バギング）、東京都学校看護師実技研修会の内容の紹介など　
北住映二（心身障害児総合医療療育センター）
４.東京都立学校における医療的ケアの安全で確実な医療的ケアの前進に向けての取り組み 16:10-16:401 
深谷純一（東京都教育庁　指導部主任指導主事（就学相談担当）都立学校教育部主任指導主事（特別支援教育推進担当）兼務）
５.全国の学校における医療的ケアへの取り組みの状況と課題 16:40-17:10
菅野和彦（文部科学省初等中等教育局　視学官　（併）特別支援教育課特別支援教育調査官）
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		対象		重症神経疾患児・重症心身障害児（者）等の、医療・療育・教育・通園通所・訪問看護などに携わる、医師・歯科医師・看護師・保健師・理学療法士・作業療法士・言語聴覚士・教員・保育士など		申込受付		2024年9月1日（日）～11月18日（月）

						申込⽅法		⼀般社団法人日本⼩児神経学会ホームページ（https://www.childneuro.jp/）から
所定のフォームを利⽤してお申込み下さい

		目的		家庭・学校・通園通所施設などにおいて、在宅地域生活支援のために「医療的ケア」が拡がりを持ちながら適切に行われるよう、専門職が知っておくべき方法・技術、リスクおよび制度論などの諸問題について研修し、支援者が知識を共有できることを目的とする。		参加費		医師 7,000円
医師以外の医療従事者・支援者等 3,000円
学生 2,000円

						専門医研修単位		小児神経専門医研修単位５単位
日本医師会生涯教育講座カリキュラムコード自己申告対象セミナー

		問合せ先		一般社団法人日本小児神経学会事務局 第22回「医療的ケア」研修セミナー係
〒162-0055東京都新宿区余丁町8-16ネオメディトピア4F
Tel：03-3351-4125；Fax：03-3351-4067
URL：https://www.childneuro.jp；E-mail：seminar@childneuro.jp
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		申込方法		日本小児神経学会ホームページ（https://www.childneuro.jp）でご案内します

		申込期間		2024年9月1日～2024年11月18日

		受講費		医師：7,000円　医師以外：3,000円　学生：2,000円

		目的 モクテキ

														可愛い木



申込方法	日本小児神経学会ホームページ（https://www.childneuro.jp）でご案内します
申込期間	2024年9月1日～2024年11月18日/2024年11月25日～12月XX日（予定）
受講費	医師：7,000円　医師以外：3,000円　学生：2,000円
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